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独立行政法人物質・材料研究機構



2

旧無機材質研究所
昭和４１年４月設立

旧金属材料技術研究所
昭和３１年７月設立

旧科学技術庁

独立行政法人物質・材料研究機構
平成１３年４月設立

－
 

物質・材料分野の中核的機関
 

－

千現地区 桜地区並木地区

物質・材料研究機構

目黒地区

平成１８年４月

 
非特定独立行政法人化（非国家公務員化）

播磨地区

 
（SPring-8内）
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Ⅱ. プロジェクト研究

１．ナノテクノロジー
共通基盤技術

６．高信頼性・高安全性を
確保する材料

６．高信頼性・高安全性を
確保する材料

５．環境・エネルギー
材料の高度化

５．環境・エネルギー
材料の高度化

２．ナノスケール

 
新物質創製・組織制御

 

２．ナノスケール
新物質創製・組織制御

３．ナノテクノロジーを
活用する情報通信材料

３．ナノテクノロジーを
活用する情報通信材料 ４．ナノテクノロジーを

活用するバイオ材料

４．ナノテクノロジーを
活用するバイオ材料

Ⅰ. 萌 芽 研 究

Ⅲ. 共 用 基 盤 研 究

２０～３０％

６０～７０％

１０～２０％

萌芽研究・プロジェクト研究・共用基盤研究
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研究者一人当たりの論文発表数 材料科学分野における被引用回数

NIMSにおける発表論文

平均値０．６３平均値０．６３

日本平均値２．５５日本平均値２．５５

内閣府・総合科学技術会議配布資料より トムソンサイエンティフィック社ESIデータベースより
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論文被引用数ランキング (Materials Science)

論文被引用数

独法化前
（1996～2000）

独法化後
（2004～2008）

1 マックスプランク研究所 4,886 1 中国科学院 23,512

2 東北大学 3,990 2 マックスプランク研究所 12,768

3 カリフォルニア大学サンタバーバラ校 3,204 3 東北大学 9,408

4 ＭＩＴ 3,095 4 物質・材料研究機構 8,361

5 ロシア科学アカデミー 3,026 5 産業技術総合研究所 7,609

6 ケンブリッジ大学 2,570 6 シンガポール大学 7,369

7 産業技術総合研究所 2,561 7 MIT 7,342

8 ペンシルバニア州立大学 2,517 8 精華大学 6,907

9 京都大学 2,443 9 ソウル大学 6,170

10 大阪大学 2,370 10 ケンブリッジ大学 6,158

31 物質・材料研究機構 1,570

※本ランキングは，平成２０年５月のトムソンサイエンティフィック社のESI 
データベースをもとに作成

 

（２００４．１～２００８．２）
・・

・・
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研究者一人あたりの特許出願数

0.261

0.306

0.376

0.392

0.393

0.440

0.485

0.519

0.610

0.843

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0

電気通信大学

東京農工大学

名古屋工業大学

情報通信研究機構

豊橋技術科学大学

九州工業大学

産業技術総合研究所

長岡技術科学大学

奈良先端科学技術大学

NIMS

平均値:  0.10

内閣府・総合科学技術会議配布資料より
6
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α-サイアロンの結晶構造

昼光色 昼白色 電球色白色 温白色

白色LED照明

高輝度・高効率サイアロン蛍光体の開発

長寿命液晶テレビ

開発したサイアロン蛍光体

ｻｲｱﾛﾝ(Si-Al-O-N)に希土類ｲｵﾝ(Eu2+)を固溶し、
高効率で、耐久性に優れる蛍光体を開発

高輝度・高効率サイアロン蛍光体

研究の
ポイント
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ガスタービン

タービン翼鋳造

ジェットエンジン

高輝度・高効率サイアロン蛍光体の開発

界面転位網を利用したｸﾘｰﾌﾟ強度向上
ﾛｰﾙｽ･ﾛｲｽ航空宇宙材料ｾﾝﾀｰ設立

超耐熱Ni基単結晶合金

研究の
ポイント
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薄片状酸化チタン

新幹線グリーン車窓コーティング
(実車試験段階へ)

剥離ナノシート化の概念図

高輝度・高効率サイアロン蛍光体の開発

分子レベルの薄さの酸化チタンナノシートを
溶液中で1層ずつ堆積する技術

ナノシート

研究の
ポイント
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ビスマス系高温超伝導体材料の発見と
線材への実用化

代表的酸化物系超伝導材料
Material                   Tc (K)      

YBa2 Cu3 Ox 92
Bi2 Sr2 CaCu2 Oy 90 
Bi2 Sr2 Ca2 Cu3 Oz 110 
Tl2 Ba2 Ca2 Cu3 Ow 125 
HgSr2 Ca2 Cu3 Ov 135

Bi系超伝導体は超伝導転移温度が高く、
TlやHgのような危険な元素を含まない

Bi系超伝導体（Bi-2223）
を用いた送電ケーブル

（住友電工）

研究の
ポイント

高性能超伝導線材
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世界トップレベル国際研究拠点

機関名 拠点（テーマ）

1 東北大学 国際高等原子分子材料研究拠点

2 東京大学 数物連携宇宙研究機構

3 京都大学 物質－細胞統合システム拠点

4 大阪大学 大阪大学免疫学フロンティア研究センター

5
独立行政法人
物質･材料研究機構

国際ナノアーキテクトニクス研究拠点

 （MANA)

応募：33件（22機関） ヒアリング：13件 決定：5件（5機関）

唯一の独立行政法人 研究所
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